
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西 野 虎 五 郎 書 簡 （ 明 治 2 7

～ 2 8 年 ）  

日 清 戦 争 に 従 軍 し た 陸 軍 歩

兵 大 尉 西 野 虎 五 郎 か ら の 手

紙 。 隊 が 向 か う 場 所 は 大 秘

で あ る と し 、 「 陸 羽 男 児 之

勇 戦 期 モ 不 遠 事 ト 信 シ 居

候 」 と 書 か れ て い る 。    

（ 個 人 蔵 ）   

陸 軍 兵 籍 名 簿  角 間

川 町 （ 明 治 ～ ）  

日 清 戦 争 以 降 の 個 人 の

軍 歴 を 記 し た も の 。  

（ 角 間 川 町 役 場 文 書 ）  

   

愛 国 婦 人 会 員 名 簿  平 鹿 郡 角 間

川 町 分 会  （ 大 正 1 4 年 ）  

愛 国 婦 人 会 は 、 日 清 戦 争 後 の 明 治

3 4 年 に 創 設 さ れ た 婦 人 団 体 。 国 防

及 び 戦 死 者 の 遺 族 ・ 傷 病 兵 を 救 う

た め に 結 成 さ れ た 。  

（ 角 間 川 町 役 場 文 書 ）  

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葉書（明治 38 年） 

日露戦争の戦地からの葉書。対露

戦争の状況が書かれている。 

（平瀬家資料）  

日露戦役本村誌 仙北郡大沢郷村役場（明治 37～38 年） 

大沢郷村から日露戦争へ出征した兵士の経歴簿。 

（大沢郷村役場文書） 

征露弐年夏 鶴湯入浴の記 （明治 38 年） 

湯治日記の年代として「征露」＝日露戦争 2年

（明治 38年）という表記が見られる。当時の人々

の日露戦争に対する関心の高さがうかがえる。 

（平瀬家資料）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葉書 3通（大正 2 年） 

秋田第十七聯隊第一中隊六週間現役兵と

なっていた平瀬三郎から父政吉に宛てた

葉書。兵役中の様子が綴られている。 

（平瀬家資料）  

葉書（明治 39 年） 

日露戦争の凱旋歓迎会の盛況な様

子や、徴兵検査の結果についての

お祝いなどが書かれている。 

（平瀬家資料）  

葉書（明治 43 年） 

1月 28日が日露戦争・黒講台占拠記

念日のため、秋田師範学校では授業

は休校で、発火演習が行われたこと

などが書かれている。 

（平瀬家資料）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海軍協会員名簿 角間川町役場（昭和 10 年） 

海軍協会への勧誘文が綴りこまれている。海軍

協会とは、海軍と国防について議論し、海軍を

後援する社団法人。 

（角間川町役場文書）  

第二国民兵 戦時名簿 角間川町（明治～大正） 

第二種戦時名簿。角間川から徴兵され、出兵した兵士の

名簿。招集から除隊までの経歴が書かれている。 

（角間川町役場文書）  

往復文書綴 大沢郷村分会（昭和 5 年） 

大沢郷村の在郷軍人会分会の文書。昭和 5年

当時、213人（海軍 208、陸軍 5）の現役在

郷軍人がいたことがわかる。 

（大沢郷村役場文書） 

徴兵所分終決壮丁名簿 昭和三年以降 

角間川町役場（昭和 3 年～） 

昭和 3年から終戦までの角間川町の徴兵の

ための壮丁名簿。 

（角間川町役場文書）  


